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Inactivation effect of plasma bubbling on adhesive bacteria

菅原修馬１，川野浩明１，高松利寛２，松村有里子３，
宮原秀一１，岩澤篤郎３，沖野晃俊１
S. Sugawara1, H. Kawano1, T. Takamatsu2, Y. Matsumura3, 
H. Miyahara1, A. Iwasawa3 and A. Okino1

１東工大未来研，２神戸大院医学，３東京医療保険大院
1FIRST, Tokyo Tech, 2Medicine, Kobe Univ.,
3Infection Prevention and Control, Tokyo Healthcare Univ.




[bookmark: _GoBack]　大気圧低温プラズマは，残留毒性がなく，高い殺菌効果を示すことから，新しい液中殺菌の方法として注目を集めている。液中における殺菌では，殺菌対象は浮遊菌と付着菌の二種類に大別され，プラズマ殺菌がどちらに対しても有効であることが望ましい。しかし，これまでの研究のほとんどでは実験や評価が容易な浮遊菌を研究対象としており，材料表面の付着菌に対する殺菌能の調査は進められていなかった。そこで本研究では，溶液の入った容器の下部からプラズマを気泡として直接導入するプラズマバブリング方式を用いて，液中に浮遊する細菌および液中の材料表面付着菌に対する殺菌効果を調査した。
　浮遊菌に対する殺菌効果を調べるため，初期菌数が約5×106 CFU/mLとなるように調整した200 mLの緑膿菌懸濁液に対して，酸素，二酸化炭素，窒素，空気，アルゴンの各ガス種で生成したプラズマを3 L/minのガス流量で1分間照射した。その後，処理された菌液中の生存菌数を測定し，この値から生存菌数を1桁減少させるのに必要な時間を示すD値を求めた。酸素および二酸化炭素プラズマのD値はそれぞれ2.9，2.3秒となり，その他のガス種では殺菌効果は確認されなかった。
　浮遊菌に対して殺菌効果を示した酸素，二酸化炭素プラズマを用いて材料表面付着菌に対する殺菌効果を調査した。SUS板（SUS316L）を緑膿菌懸濁液に浸して37 ℃，18時間培養することで板表面に菌を付着させた。図1に示すように，菌が付着したSUS板に対して3 L/minのガス流量で5分間プラズマバブリング処理した。その後，各処理時間で板表面の生存菌数を測定した。プラズマ処理後の付着菌数の測定結果を図2に示す。D値は酸素プラズマで298秒，二酸化炭素プラズマで105秒となった。
　酸素および二酸化炭素プラズマのD値が浮遊菌では3秒程度であるのに対して，付着菌では100秒以上となり，殺菌能が大幅に低くなった。さらに，付着菌数の減少傾向はバブリング開始後60秒あたりから緩やかになった。この要因としては，菌の堆積やバイオフィルムの形成が強く影響していると考えられる。図2. 付着菌に対する殺菌効果
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図1. プラズマバブリングの概略図
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